
様式１ 

実 践 報 告 資 料 

 研究テーマ『全ての生徒が安心して生活できる学校づくり～生徒の実態に応じた指導の充実～』 

 研 究 内 容【 (1)、(2)、(3)、(4) 】 

学校名（尼崎市立小田北中学校） 

ア 人権教育としてのねらい 

  ありのままの自分を受け入れ、自己の存在の大切さに気付く。さらに、他の人の大切さも認め、

互いの違いを受容し、思いや考え方を理解しながら、望ましい人間関係を構築する。 

イ 研究の概要 

① 全ての生徒が安心して過ごすことのできる場の設計 

  ・校内整備及び校内別室の経営と組織的運営 

・校則の不断の見直し 

② 将来を切り拓くための学力の育成 

・研究推進部と協働した学力向上への取組 

③ 他者への理解を深める人権教育の充実 

・体験学習（デート DV、多文化共生教育等）や福祉学習（障害者理解、高齢者理解等）の再構   

築 

教科等 各教科（社会科） 特別の教科 道徳 総合的な学習の時間 特別活動 

指導者 
３学年教員 

推進教員 

２学年教員 

推進教員 

２学年教員 

推進教員・養護教諭 
全教職員 

実施日 ２月25日 12月９日・24日 １月 15日 ５月 19日 

取組名 拉致問題と人権 国際化と日本 デートDVについて SNS との「つきあい方」 

目 標 

「拉致問題」が人権課題

の一つであることを理解

し、人権課題の解決に向け

て一人ひとりが関心をも

ち考えることの大切さを

認識する。 

日本に暮らすあらゆる

人が、違いを認め合いなが

ら共に生きていく「多文化

共生社会」をつくろうとす

る意欲を高める。 

「お互いを大切にする

関係」とはどのようなもの

か、考えを深める。 

インターネットや SNS

についての知識を深め、健

全で適切なコミュニケー

ション能力を養う。 

資料名 
アニメ「めぐみ」（拉致

問題対策本部） 

「声を聴こう」 

『きらめき』（県教育委員会） 

 「あなたならどうする？」

『きらめき』（県教育委員会） 

 

 

 

指導内容

や指導方

法の工夫

等 

 

 

 一人ひとりが「拉致

問題」に関心をもつこ

とが、「拉致問題」の風

化を防ぎ、拉致被害者

家族の支えになり、「拉

致問題」の解決の後押

しとなることを理解す

る。 

 あらゆる人権課題に

対して、見て見ぬふり

をするのではなく、自

ら人権課題の解決に向

けて行動することがよ

りよい社会につながる

ことを確認する。 

 日本で暮らす外国に

ルーツをもつ人々は

年々増加しており、そ

れらの人々と出会うこ

とが日常となってい

る。本校においても、外

国にルーツをもつ生徒

がおり、日々共に生活

をしている。 

 国籍に関係なく、同

じ「生活者」として外国

人の立場を尊重し、多

文化共生社会の一員と

しての自覚を深める。 

尼崎市女性センタ

ー・トレピエより講師

を招き、専門的な知見

に基づいた「デートDV

の現状」「DVの構造」に

ついての講演を聴講

し、適切な関係性につ

いて考えを深める。 

また、「お互いを大切

にしない／大切にする

会話」のロールプレイ

ングを通して、他者と

のコミュニケーション

についての理解を深め

る。 

SNS トラブルや犯罪

に巻き込まれないよ

う、自らの身を守る方

法について考えを深

め、健全で適切なコミ

ュニケーション能力を

身に付ける。 

また、県警察本部の

講師による講演を聴講

し、インターネットや

SNS に関する知識を深

め、その危険性や注意

点、ルールやマナーを

理解する。（県警の講師

派遣は５月22日。） 

 

 


